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【形状・構造及び原理等】 
本品は、伸縮性透明ポリウレタンフィルム基材にウレタン系粘着

剤を塗布した内層テープと、その周囲にポリエステル不織布基材

にアクリル系粘着剤を塗布した外層テープを貼り合わせたカテー

テル被覆・保護材である。中央部には、刺入部位の観察を容易にす

る透明な窓（観察部）がついている。 

また、両端部にカテーテル固定用テープを付属している。 

本品は滅菌済みである。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

品番 
サイズ カテーテル 

固定用テープ 全体 観察部 

IVS0709 70mm×90mm 34mm×39mm 
12.5mm×90mm 

25mm×90mm 

IVS0810 80mm×95mm 44mm×51mm 23mm×47.5mm 

 
 
【使用目的又は効果】 
注射針又はカテーテル刺入部位に直接貼付してその固定に用いる。 

 

【使用方法等】 
1) 包装を開き、本品を取り出す。 

2) 裏面の白い剥離紙をゆっくり剥がす。 

3) 端部の黄色い剥離紙をつかみ、カテーテルのコネクタ部または

カテーテルルーメンの分岐部を本品中央部の穴のあいた部分に

あわせ、カテーテル刺入部が本品の観察部にくるように貼付する。 

4) 端部の黄色い剥離紙を剥がし、密着させて貼付する。 

5) カテーテル固定用テープは、留置針のハブまたは翼状部分の固

定やそれらの下貼りとして適宜使用する。また、切り込み部分の

カテーテルの補強やカテーテルのルート等の固定に適宜使用す

る。 

 

【使用上の注意】 
1.重要な基本的注意 

1) 貼付前に刺入部位の周囲を清潔にし、乾いた状態にすること。 

2) 目的に合わせて適切なサイズを選択すること。 

3) 皮膚障害や剥がれの原因となるため、本品を引っ張って伸ば

した状態で貼付しないこと。 

4) 本品の使用中に、貼付部位に感染又は皮膚障害（発疹・発赤、

水疱、皮膚剥離、かゆみ等）と思われる症状が現れた場合には、

使用を中止し、適切な治療を行うこと。  

5) 使用中は、カテーテルの固定性やテープの剥がれ等について

十分観察し、必要に応じて固定を補強するか、本品を交換する

こと。 

6) シャワー浴等では、刺入部位に水が入らないよう注意するこ

と。刺入部位に水が入った場合は、本品を交換すること。 

7) 除去の際にはカテーテルや他の器具を抜去しないように、カ

テーテルや皮膚を押さえながら注意して剥がすこと。 

2.その他の注意 

1) 開封後は、直ちに使用すること。 

2) 使用後に本品を剥がす時は、皮膚を傷めないよう体毛の流れに

沿ってゆっくり剥がすこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法：水濡れに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所を

避けて、室温保存する。 

使用期限：個箱に表示（自己認証データによる） 

 

*, **【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

［製造販売元］ 

ニチバン株式会社 

〒102-8811 東京都千代田区麹町5-1 

 

［お問合わせ窓口］ 

ニチバン株式会社 お客様相談室 

電話 0120-377-218 

受付時間：9:00～12:00、13:00～16:00 (土･日･祝日を除く) 

 

TM: trademark 

【禁忌･禁止】 
再使用禁止 

内層テープ（観察部） 

外層テープ 

（IVS0810） （IVS0709） 

カテーテル固定用テープ 

カテーテル固定用テープ 

＜断面図＞（図は IVS0709） 
ポリエステル不織布基

アクリル系粘着剤 

ポリウレタンフィルム基材 

ウレタン系粘着剤 

剥離紙（黄色） 

剥離紙（白） 

外層テープ・ 

内層テープ 


